
金
属
労
協
は
、
２
０
０
６
年
８
月
７

日
、
團
野
事
務
局
長
を
は
じ
め
政
策
委

員
会
委
員
・
事
務
局
計
６
名
が
文
部
科

学
省
の
銭
谷
眞
美
初
等
中
等
教
育
局
長

に
直
接
面
談
し
、
文
部
科
学
省
に
対
し

「
小
学
校
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に

付
加
す
べ
き
『
も
の
づ
く
り
』
の
観
点

に
関
す
る
要
請
」（
２
０
０
６
年
７
月

27
日
、
第
25
回
常
任
幹
事
会
確
認
、
要

請
資
料
１
、
２
を
参
照
）
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
「
政
策
・
制
度
解
説
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
要
請
に
至
っ
た
背
景
の

解
説
と
要
請
時
の
主
な
や
り
と
り
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
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小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
２
０
０
２

年
度
よ
り
全
面
実
施
さ
れ
て
い
る
現
行

の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、「
知
的

好
奇
心
や
探
究
心
を
も
っ
て
、
自
ら
学

ぶ
意
欲
や
主
体
的
に
学
ぶ
力
、
自
ら
の

力
で
論
理
的
に
考
え
判
断
す
る
力
、
自

分
の
考
え
や
思
い
を
的
確
に
表
現
す
る

力
、
問
題
を
発
見
し
解
決
す
る
能
力
な

ど
の
育
成
を
重
視
し
、
こ
の
よ
う
な
能

力
を
育
成
す
る
た
め
、
も
の
づ
く
り
な

ど
の
体
験
的
な
学
習
を
積
極
的
に
各
教

科
な
ど
に
取
り
入
れ
て
い
く
」
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、「
積
極

的
に
各
教
科
な
ど
に
取
り
入
れ
て
い

く
」
状
況
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
図
画

工
作
、
技
術
・
家
庭
な
ど
の
限
定
的
な

教
科
（
図
表
１
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等

教
育
分
科
会
「
教
育
課
程
部
会
審
議
経

過
報
告
」（
平
成
18
年
２
月
）
の
な
か

で
は
、

●
知
識
・
技
能
を
活
用
し
、
考
え
た
り
、

表
現
し
た
り
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と

は
、
現
行
学
習
指
導
要
領
が
ね
ら
い
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
十
分

実
現
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

●
子
ど
も
の
学
習
や
生
活
の
状
況
を
め

ぐ
っ
て
は
、
読
解
力
の
低
下
、
学
習
意

欲
や
学
習
習
慣
が
十
分
で
な
い
と
い
う

問
題
、
学
習
や
職
業
に
対
す
る
意
欲
、

規
範
意
識
や
体
力
の
低
下
な
ど
様
々
な

課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

と
、
も
の
づ
く
り
能
力
育
成
や
職
業

観
に
深
く
関
連
す
る
現
行
の
学
習
指
導

要
領
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
・
技
能

の
継
承
者
が
量
的
に
も
、
質
的
に
も
不

足
し
て
い
る
中
で
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、「
知

識
・
技
能
を
活
用
し
、
考
え
た
り
、
表

現
し
た
り
す
る
力
の
育
成
が
不
十
分
」

で
あ
っ
た
り
、「
職
業
に
対
す
る
意
欲
、

規
範
意
識
の
低
下
」
と
い
う
状
態
が
長

く
続
け
ば
、
結
果
的
に
若
手
人
材
の
資

質
を
震
源
と
し
て
、
わ
が
国
経
済
の
根

幹
を
な
す
も
の
づ
く
り
産
業
が
長
期
的

に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
従
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
モ
ノ
に

興
味
を
抱
く
大
切
な
時
期
で
あ
る
小
学

生
・
中
学
生
へ
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
づ
く

り
教
育
機
会
の
提
供
は
大
変
重
要
で

す
。三

菱
総
研
が
平
成
16
年
３
月
に
発
表

し
た
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
「
平
成
15

年
度
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
技
能
の
継

承
と
求
め
ら
れ
る
能
力
に
関
す
る
調
査

政政
策策
・・
制制
度度
解解
説説
ココ
ーー
ナナ
ーー
⑱⑱

小小
学学
校校
・・
中中
学学
校校
学学
習習
指指
導導
要要
領領
にに
付付
加加
すす

べべ
きき「「
もも
のの
づづ
くく
りり
」」のの
観観
点点
にに
関関
すす
るる
要要
請請

││
２２
００
００
６６
年年
８８
月月
７７
日日
、、
文文
部部
科科
学学
省省
にに
要要
請請
活活
動動
をを
行行
うう
││

金金
属属
労労
協協
政政
策策
局局
主主
任任
／／
松松
崎崎
　　
寛寛

資資
料料
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業
務
報
告
書
」（
有
効
回
収
数
１
８
５

０
社
、
う
ち
金
属
産
業
６
８
１
社
）
で

は
、「
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
を
進
め

る
上
で
の
問
題
点
」
に
対
し
、「
教
育

を
受
け
る
側
の
、
向
上
す
る
こ
と
に
対

す
る
意
欲
・
熱
意
が
乏
し
い
」
と
の
回

答
が
39
・
１
％
（
第
２
位
）
も
占
め
て

お
り
、
重
大
視
す
べ
き
も
の
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
理
由

と
し
て
、「
も
の
づ
く
り
産
業
に
入
っ

て
く
る
若
年
層
が
、
最
近
で
は
そ
も
そ

も
も
の
づ
く
り
や
も
の
づ
く
り
産
業
に

対
し
て
『
魅
力
』
や
『
夢
』
と
い
っ
た

も
の
を
感
じ
な
い
で
入
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
背
景
と
し
て
は
、
も
の
づ
く
り
産

業
に
対
す
る
十
分
な
理
解
を
す
る
機
会

が
少
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
若
者

に
対
し
て
は
、
子
供
の
時
期
か
ら
の
も

の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を

知
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
」
と
の
調
査
結
果
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
次
世
代
へ
の

も
の
づ
く
り
基
盤
技
能
・
技
術
の
継
承

に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民

間
企
業
、
地
方
自
治
体
、
労
働
組
合
な

ど
を
中
心
に
、
小
学
生
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
、
実
践
的
な
も
の
づ
く
り
体

験
教
育
の
活
動
気
運
が
高
ま
り
、
各
地

域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
金
属
労
協
で
も
、
埼
玉
、
新
潟
、

東
京
、
富
山
の
各
県
で
加
盟
組
合
が
も

の
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
比
較
す
る

と
、
小
学
校
、
中
学
校
に
お
け
る
「
も

の
づ
く
り
教
育
」
は
不
十
分
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
部
会
で

は
、
前
述
の
教
育
課
程
部
会
審
議
経
過

報
告
を
受
け
、
学
習
指
導
要
領
全
体
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
こ

れ
を
機
に
、
金
属
労
協
で
は
小
学
校
・

中
学
校
の
あ
ら
ゆ
る
教
科
を
通
じ
て
、

も
の
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
と
な
る
基

礎
的
な
能
力
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
政
策

委
員
会
を
中
心
に
「
小
学
校
・
中
学
校

学
習
指
導
要
領
に
付
加
す
べ
き
『
も
の

づ
く
り
』
の
観
点
」（
要
請
資
料
２
）

を
ま
と
め
、
今
回
の
要
請
に
至
り
ま
し

た
。な

お
、
今
回
の
要
請
の
主
な
や
り
と

り
（
注：

文
責
・
金
属
労
協
政
策
局
）

は
次
の
通
り
で
す
。

Ｊ
Ｃ：

日
本
の
も
の
づ
く
り
は
や
は
り

「
人
」
で
あ
る
。
中
国
な
ど
の
工
場
で

は
日
本
の
工
場
よ
り
も
最
新
設
備
を
導

入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
数
多
く
あ
る

が
、
日
本
は
結
局
「
人
」
で
優
位
性
を

保
っ
て
い
る
。
日
本
人
は
、
手
が
器
用

な
以
外
に
も
、
道
徳
感
や
就
労
感
な
ど
、

総
合
的
な
（
も
の
づ
く
り
の
）
価
値
観
が

強
み
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
育

成
す
る
教
育
は
重
要
で
あ
る
。
様
々
な

観
点
か
ら
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
就

労
感
を
高
め
る
教
育
を
実
施
し
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
、
我
々
の
思
い
で
あ
る
。

文
科
省：

日
本
の
近
代
化
や
産
業
を
支

え
て
き
た
歴
史
や
人
物
な
ど
の
教
育
は

も
っ
と
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
れ
は
我
々
の
反
省
点
で

も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育

は
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
工
場
で
働

い
て
い
る
労
働
者
が
悲
惨
な
目
に
あ
っ

て
き
た
と
い
う
、
搾
取
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
か
っ
た
。
過
去
に
事
実
と
し
て
は
そ

う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
お
も
う
が
、

会
社
と
従
業
員
は
む
し
ろ
一
体
的
に
産

業
を
発
展
さ
せ
、
従
業
員
の
幸
せ
を
考

え
て
き
た
こ
と
が
教
育
の
世
界
で
う
ま

く
伝
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

Ｊ
Ｃ：

例
え
ば
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」

に
あ
る
よ
う
に
、
い
い
モ
ノ
を
作
り
た

い
、
世
界
一
に
な
り
た
い
と
う
気
持
ち

で
企
業
の
労
使
が
一
体
と
な
っ
て
日
本

の
発
展
を
支
え
て
き
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
世
界
に

誇
れ
る
も
の
、
本
当
に
ユ
ー
ザ
ー
の
納

得
の
得
ら
れ
る
も
の
な
ど
、
ど
の
よ
う

に
伝
え
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

文
科
省：

実
際
の
（
理
科
、
図
画
工
作
、

技
術
で
の
）
作
業
に
お
い
て
は
、
基
本

的
な
原
理
や
原
則
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

て
い
け
る
と
い
い
と
思
う
。

本
日
い
た
だ
い
た
も
の
づ
く
り
教
育

の
観
点
は
、
是
非
、
参
考
に
し
て
い
き

た
い
。

金
属
労
協
は
、
今
後
も
中
央
教
育
審

議
会
の
議
論
状
況
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

《 図表１》小学校・中学校におけるものづくり教育活動の例

小
学
校
　
　

中
学
校

図画工作

家庭科

理　科

総合的な学習の時間

技術・家庭

総合的な学習の時間

特別活動

箱作り、木工作など

布を使った小物づくりなど

動くおもちゃづくりなど

漆器づくり、竹馬づくりなど

木材を用いた本立てやベンチの製作、ロボットコンテスト用模型の製作、

ハーフパンツづくり、コンピュータを使った簡単なプログラム作成など

和紙づくりなど

職場体験（勤労生産活動）など

資料：「2006年版ものづくり白書」より抜粋
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日頃より、当協議会の活動にご理解・ご協力を賜りま

して、まことにありがとうございます。

さて、わたしくしども全日本金属産業労働組合協議会

は、学校教育において、次代を担う子どもたちが「もの

づくり」の基礎的能力を育むことができるようなカリキ

ュラムの実現をめざし、添付の「小学校・中学校のカリ

キュラム（学習指導要領）に付加すべきものづくりの観

点」を策定しました。

わが国金属産業は、全輸出総額の約８割を担っており、

輸出加工立国であるわが国経済の根幹を支えています。

グローバル競争が激化するなかで、わが国金属産業が引

き続き国際競争力を維持し、世界市場をリードしていく

ためには、優秀な技術・技能者が技術・技能、情報や知

恵を蓄積し、それを発揮することによって、最先端・高

品質・高機能の製品や、それを支える素材、部品、工作

機械などを世界市場に供給し、高付加価値分野での比較

優位を引き続き確保していかなくてはなりません。

わが国ものづくりの「強み」は、技術・技能の蓄積の上

に、最先端の高付加価値製品をいち早く大衆化するとと

もに、消費者のこだわりや品質などに対する厳しい要求

に対し、ものづくり現場力を結集して忍耐強く応えてい

くという、いわば生産者と消費者の共同作業にあります。

しかしながら、ものづくり現場においては、若年者の

ものづくり離れが深刻となっており、技術・技能の継

承・育成が極めて困難になってきているほか、派遣・請

負など非典型労働者の増加によって現場力が低下するな

ど、ものづくりの「強み」に対する危機感が増大してい

ます。

かつては、学校教育や遊びのなかで、ものづくりの実

体験を通じて、「ものづくりに対して要求水準の高い国

民性」を自然と身につけることができました。しかしな

がら、最近ではテレビ・パソコンゲームをはじめとする

バーチャルな遊びが世の中に蔓延し、次代を担う子ども

たちが、実際にモノに触れ、創造力をかき立てながらモ

ノに工夫を凝らしたり、互いに協力しあいながらモノを

制作していく機会が減少しており、将来のものづくりを

担う人材としての能力、厳しい目を持つ消費者としての

素養を育成することが、困難となっています。

こうしたなかで、次代のものづくりに危機感を抱いて

いるＮＰＯや民間企業、自治体などを中心に、小学生・

中学生の子どもたちを対象とした、実践的なものづくり

体験教育の活動が、各地域において展開されるようにな

ってきました。金属労協においても労働組合のネットワ

ークを活用した取り組みを推進しており、2003年12

月以降、公民館や小学校・中学校のイベントにおいて、

加盟単組や地方組織による「ものづくり教室」（ＤＶＤ

プレーヤーや扇風機の組み立て、鋳物によるペンダント

制作など）を開催しています。また、金属労協傘下組織

であるＪＡＭは、ものづくりを尊重する社会的気運の醸

成をめざし、日教組、大阪府、東大阪市、東大阪商工会

議所などと協力しながら、2004年２月にシンポジウム

「ものづくり教育東大阪から発信」を開催するなど、も

のづくり教育の運動展開を図る議論を進めています。

現行の小学校・中学校の学習指導要領では、ものづく

り教育に関する取り組みは、図画工作、技術家庭など限

定的な教科にとどまっており、また総合的学習の時間に

おけるものづくり職業体験学習も、他の分野に比べ時間

数が少ない状況となっています。

子どもたちがモノに興味を抱く大切な時期である小学

校・中学校教育では、単に専門的な教科において、もの

づくり教育を行うだけでなく、あらゆる教科を通じて、

コミュニケーション・チームワーク力、創造力・思考力、

集中力・忍耐力、規律性・責任感、ものづくりに対す尊

敬、勤労観、伝統美・智恵などといった、ものづくりの

重要な要素となる基礎的な能力を育成していくことがき

わめて重要です。このことは生産者の立場、消費者の立

場、両面からの「ものづくりに対して要求水準の高い国

民性」を養うと同時に、学習指導要領が目標とする、自

ら学び自ら考える「生きる力」を育成することにもつな

がります。

次代のものづくりを担う子どもたちのために、小学

校・中学校の学習指導要領の見直しにあたり、添付の

「小学校・中学校のカリキュラム（学習指導要領）に付

加すべきものづくりの観点」に盛り込まれているような、

ものづくりの基礎的能力育成に寄与する様々なアイデア

を積極的に取り入れていただきますよう、ここにお願い

申し上げます。

以　上

文部科学大臣
小坂憲次殿

２００６年８月７日　

全日本金属産業労働組合協議会（金属労協／ＩＭＦ－ＪＣ）

議長　加藤裕治　

小学校・中学校学習指導要領に付加すべき「ものづくり」の観点に関する要請
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小学校・中学校のカリキュラム（学習指導要領）
に付加すべきものづくりの観点

科　目

国　語

社　会

算数・
数学

理　科

音　楽

図画工作
・技術

美術・
家庭

体　育

道　徳

特別活動
・

総合的
学習

具体的なアイデア

●ものづくり現場の
エピソードの紹介

●日本の産業の歴史
と、それを支えた人
物やエピソードの紹
介

●日本の数学者の業
績・エピソードの紹
介

●理科おもしろ実験

●原理を実体験につ
なげる応用
●部品や機械の仕組
みの学習

●授業で使用する楽
器の手作り

●名楽器やその生産
者の紹介

●校内設備の生徒に
よる手作り

●高度熟練技能や伝
統技能の紹介

●地域の各種技能大
会への参加と連携

●歴史的建築物や構
造物の鑑賞・紹介
●伝統的陶磁器の鑑
賞・紹介
●金属加工技能の基
礎学習・体験

●新しい共同体操・
ダンスの考案

●現場における道徳
理念の紹介

●日本のものづくり
を育んできた伝統文
化の鑑賞の促進

●ものづくり現場で
の職業体験

目標とねらい

ものづくり現場における「カイゼン」（現状の不具合を改良し、ムダを排除するこ
とを通じて、必要工数やスペースを削減する）にまつわる実例などのストーリー
を学び、「観察する力」、「考え抜く力」、「新しい発想を生み出す力」を養う。仲間
同士で智恵を出し合い、粘り強く試行錯誤を繰り返すことで優れた改善策ができ
ることを理解する。主に、コミュニケーション・チームワーク、創造力・思考力、
集中力・忍耐力の育成に役立つ。

戦後の産業を支えてきた代表的なものづくり技術者・開発者・創業者である早川
徳次、本田宗一郎、井深大などの偉人の足跡を学び、また「プロジェクトX」な
ど、チームワークのもと、創意工夫や献身的な努力によって、画期的事業を成し
遂げたエピソードを知ることを通じて、近代日本におけるものづくり産業の歴史
とその重要性を理解する。主に、ものづくりに対する尊敬、勤労観、チームワー
ク力、忍耐力などの育成に役立つ。

岡潔、関孝和、高木貞治など、江戸～大正時代に偉業を成し遂げた独創的な日本
人数学者の業績やエピソードを紹介し、日本人が培ってきた数学的センスを認識
する。主に、数学的創造力の育成に役立つ。

でんじろう先生のようなおもしろ実験を通じて、理科に興味を持つ。主に、創造
力の育成に役立つ。

原理を活用した工作を通じて、物質の組合せや化学反応の理論、試行錯誤の重要
性を理解する。主に、創造力の育成に役立つ。

繊細な部品や複雑な機械の観察を通じて、その美しさ、合理性を知る。主に、機
械に対する美意識や智恵の育成に役立つ。

笛、打楽器、鍵盤楽器など、授業で使用する楽器を手作りすることにより、試行
錯誤を繰り返し微調整を繰り返さなければ美しい音色を奏でないことを理解する。
主に、創造力・思考力、集中力・忍耐力の育成に役立つ。

村松楽器（フルート）など、日本の楽器が徹底した品質の追求により、世界中の
著名な演奏家から高い評価を受けていることを認識する。主に、ものづくりに対
する尊敬、日本人の美（音）意識の育成に役立つ。

時計、机、椅子、本棚、扇風機、スピーカーなどの校内設備を、協力し合いなが
ら自分たちの手て製作することにより、モノの機能の重要性やモノへのこだわり、
モノを大切にする心を養う。主に、コミュニケーション・チームワーク力、創造
力・思考力、ものづくりに対する尊敬の育成に役立つ。

民間ものづくり企業の高度熟練技術・技能者からの匠の技を実演してもらうこと
により、ものづくりの魅力を実感する。主に、ものづくりに対する尊敬、伝統
美・智恵の育成に役立つ。

「全国中学生創造ものづくり教育フェア」など、地域で開催されるものづくりイベ
ントに積極的にチーム単位で参加したり、学校と地域のＮＰＯ・民間企業・労働
組合などとの連携により、生徒主体によるものづくりイベントを企画する。主に、
コミュニケーション・チームワーク力、創造力・思考力の育成に役立つ。

釘を使用しないで何百年・何千年も使用できる歴史的建築物・建造物の普遍性、合理
性を学ぶ。主に、ものづくりに対する尊敬、古来からの伝統美・智恵の育成に役立つ。

情緒あふれる伝統的焼き物などの鑑賞を通じて、先人のものづくりの高い美意識を実
感する。主に、ものづくりに対する尊敬、古来からの伝統美・智恵の育成に役立つ。

民間企業の技能者やＯＢを招聘し、金属加工方法、金属部品同士の組合せ、金属
摩擦の原理などの実演・指導を通じて、金属加工の複雑さやおもしろさを体験す
る。主に、ものづくりに対する尊敬、勤労観の育成に役立つ。

団体の共同作業で、美しいリボンを織り上げていくメイポールダンスなど、新しい体
操やダンスを考案する。主に、コミュニケーション・チームワークの育成に役立つ。

ものづくり現場では、「５S」（整理・整頓・清掃・清潔・躾）などの徹底が、稼
働率、品質、安全性の向上に寄与していることを認識する。また、こうした理念
が日常の生活でも役立つことを理解する。主に、規律性・責任感の育成に役立つ。

精細かつ、複雑なしくみをもつ人形が、時として人間の表情をも凌駕する人形浄
瑠璃など、伝統文化について実際に鑑賞する。主に、伝統的なものづくりに対す
る尊敬、伝統美・智恵の育成に役立つ。

民間企業のものづくり現場で、熟練技能・技術者の勤労観を学ぶと同時に、実際
に手を動かして、ものづくりの楽しさ、大変さ、尊さを体感する。主に、ものづ
くりに対する尊敬、勤労観の育成に役立つ。

ものづくりの重要な要素（培われる能力）

コミュニ
ケーショ
ン、チー
ムワーク

創造力
・
思考力

集中力
・
忍耐力

規律性
・
責任感

勤労観
伝統美
・
智恵

ものづ
くりに
対する
尊敬

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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